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Information

国
民
健
康
保
険

町住民生活課　TEL096‒234‒1113( 内線106)

■
国
民
健
康
保
険
は
被
保
険
者
の

　

皆
さ
ん
の
支
え
合
い
の
制
度
で
す

　

国
民
健
康
保
険
は
、
加
入
者
の
皆
さ
ん

が
国
民
健
康
保
険
税
を
出
し
合
い
、
病
気

や
け
が
を
し
た
と
き
に
備
え
る
制
度
で
す
。

そ
の
制
度
の
お
か
げ
で
、
私
た
ち
は
医
療

費
の
一
部
を
負
担
す
る
だ
け
で
医
療
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

も
し
国
保
が
な
か
っ
た
ら
、
医
療
費

は
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。
国
保

制
度
を
支
え
る
貴
重
な
財
源
で
あ
る
国

保
税
を
納
め
な
い
と
、
こ
の
制
度
が
成

り
立
た
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

■
国
保
の
加
入
・
脱
退
は
忘
れ
ず
に

　

届
け
出
ま
し
ょ
う

　

国
保
税
は
、
加
入
の
届
け
日
か
ら
で

は
な
く
、
国
保
加
入
の
資
格
を
得
た
日

か
ら
課
税
さ
れ
、
や
め
る
月
の
前
月
ま

で
計
算
さ
れ
ま
す
。

　

加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
た
り
、
ほ
か

の
保
険
に
加
入
し
た
の
に
国
保
を
や
め

る
届
け
出
を
し
な
い
ま
ま
だ
と
、
保
険

料
と
国
保
税
を
二
重
に
支
払
っ
て
し
ま

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
国
保
税
を
滞
納
す
る
と

　

高
額
な
医
療
費
を
負
担
す
る
前
に
限

度
額
認
定
を
受
け
て
い
れ
ば
、
医
療
費

の
自
己
負
担
は
限
度
額
ま
で
で
済
み
ま

す
。
し
か
し
、
限
度
額
認
定
を
受
け
ら

れ
な
い
場
合
は
、
高
額
な
医
療
費
を
い

っ
た
ん
窓
口
で
負
担
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
、
滞
納
が
続
く
と
、
通
常
の

保
険
証
よ
り
有
効
期
限
が
短
い
「
短
期

保
険
者
証
」
や
被
保
険
証
の
代
わ
り
と

な
る
「
資
格
証
明
書
」
が
交
付
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
「
資
格
証
明
書
」

は
、
国
保
の
被
保
険
者
で
あ
る
こ
と
を

証
明
す
る
だ
け
の
も
の
で
、
医
療
費
は

い
っ
た
ん
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

■
納
付
に
は
口
座
振
替
が
便
利
で
す

　

皆
さ
ん
の
支
え
合
い
で
成
り
立
っ
て

い
る
国
保
の
健
全
な
運
営
の
た
め
に
、

国
保
税
は
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ

う
。

　

納
付
に
は
、
便
利
で
安
心
、
確
実
な

口
座
振
替
が
お
す
す
め
で
す
。

職
員
採
用
試
験

町総務課　TEL096‒234‒1140( 内線221)

国民健康保険税が
国保を支えています

国保イメージキャラクターの上白石萌歌さん

■
一
般
事
務
職
、
土
木
技
術
職
、

　

建
築
技
術
職
員
を
採
用
予
定

　

町
で
は
、
４
月
１
日
採
用
の
職
員
採

用
試
験
（
追
加
募
集
）
を
実
施
し
ま
す
。

▼
採
用
予
定
日

　

平
成
31

年
４
月
１
日
（
月
）

▼
受
験
資
格

　

平
成
４
年
４
月
２
日
〜
平
成
13

年
４

月
１
日
に
生
ま
れ
た
者

▼
採
用
予
定
人
員

①
一
般
事
務
職

　

３
人
程
度

②
土
木
技
術
職

　

１
人
程
度

③
建
築
技
術
職

　

１
人
程
度

※
③
に
つ
い
て
は
採
用
後
２
年
程
度
の

　

間
、
実
務
経
験
習
得
の
た
め
民
間
企

　

業
ま
た
は
他
の
行
政
機
関
な
ど
で
勤

　

務
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
手
続
き

　

町
発
行
の
採
用
試
験
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
受
験
票
の
返
信
用

と
し
て
82

円
切
手
を
貼
っ
た
封
筒
（
宛

先
、
郵
便
番
号
を
明
記
）
を
同
封
し
、「
甲

佐
町
職
員
採
用
試
験
申
込
」
と
朱
書
き

し
た
封
筒
に
入
れ
て
、
簡
易
書
留
郵
便

で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。
お
持
ち
に
な

る
場
合
は
、
町
総
務
課
窓
口
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
試
験
申
込
用
紙
は
町
総
務
課
の
窓
口

　

ま
た
は
郵
便
で
請
求
し
て
く
だ
さ

　

い
。
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
も
掲

　

載
し
ま
す
。

▼
申
込
受
付
期
間

　

平
成
31

年
１
月
４
日
（
金
）
〜
24

日

（
木
）
午
後
５
時
ま
で

※
郵
送
の
場
合
は
、
１
月
24

日
（
木
）

　

の
消
印
有
効
で
す
。

▼
第
１
次
試
験

・
試
験
日
時

　

２
月
３
日
（
日
）
午
前
８
時
30

分

・
試
験
会
場

　

甲
佐
中
学
校

▼
第
２
次
試
験

・
試
験
日

　

２
月
下
旬
〜
３
月
上
旬

　

詳
細
は
、
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の

職
員
採
用
試
験
実
施
要
項
を
ご
覧
に
な

る
か
、
町
総
務
課
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

職 員 採 用 試 験 の
お知らせ（追加募集）

願書受付は１月４日（金）から24日（木）までです



町からのお知らせ　【１月】
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税
の
申
告
相
談

町税務課　TEL096‒234‒1112（内線115）

国
民
年
金

町住民生活課　TEL096‒234‒1113 （内線104）　

■
国
民
年
金
は
み
ん
な
の
支
え
合
い

　

の
制
度
で
す

　

国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
と
き
や

い
ざ
と
い
う
と
き
の
生
活
を
、
現
役
世

代
の
み
ん
な
で
支
え
よ
う
と
い
う
考
え

で
作
ら
れ
た
仕
組
み
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
20

歳
か
ら
60

歳
ま
で

の
人
が
加
入
し
、
国
民
年
金
保
険
料
を

納
め
続
け
る
こ
と
で
、
年
を
と
っ
た
と

き
や
病
気
や
け
が
で
障
が
い
が
残
っ
た

と
き
、
家
族
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た

と
き
に
、
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
る
制
度
で
す
。

　

国
が
責
任
を
も
っ
て
運
営
す
る
た
め

安
定
し
て
い
ま
す
し
、
年
金
の
給
付
は

生
涯
に
わ
た
っ
て
保
障
さ
れ
ま
す
。

■
国
民
年
金
の
給
付
は
３
種
類

　

国
民
年
金
に
は
、
65

歳
以
降
、
生
涯

に
わ
た
り
受
け
取
れ
る
「
老
齢
年
金
」

の
ほ
か
に
、
病
気
や
事
故
で
障
が
い
が

残
っ
た
場
合
に
受
け
取
れ
る
「
障
害
年

金
」
や
、
加
入
者
が
死
亡
し
た
場
合
、

そ
の
加
入
者
に
よ
り
生
計
を
維
持
さ
れ

て
い
た
配
偶
者
ま
た
は
子
が
受
け
取
れ

る
「
遺
族
年
金
」
が
あ
り
ま
す
。

■
国
民
年
金
保
険
料
に
は
免
除
や
猶

　

予
の
制
度
が
あ
り
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
経
済
的

に
困
難
な
場
合
、
保
険
料
の
納
付
が

「
免
除
」
ま
た
は
「
猶
予
」
さ
れ
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
学
生
の
人
は

一
般
的
に
所
得
が
少
な
い
た
め
、
本
人

の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
学
生
納
付
特

例
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

免
除
ま
た
は
猶
予
を
さ
れ
る
際
は
、

申
請
が
必
要
で
す
。

■
国
民
年
金
保
険
料
は
期
限
内
に
納

　

め
ま
し
ょ
う

　

国
民
年
金
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に

し
て
お
く
と
、
将
来
や
い
ざ
と
い
う
と

き
に
年
金
が
受
け
取
れ
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
保
険
料
は
必
ず
期
限
ま
で
に

納
め
ま
し
ょ
う
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
東
年
金
事
務
所

　

TEL
０
９
６
‐
３
６
７
‐
８
１
４
４

■
平
成
31
年
２
月
18
日
（
月
）
か
ら

　

税
の
申
告
相
談
が
始
ま
り
ま
す

　

町
で
は
、
平
成
31

年
２
月
18

日

（
月
）
か
ら
町
・
県
民
税
、
国
民
健
康

保
険
税
の
申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。
申

告
期
間
の
終
盤
は
大
変
混
雑
し
ま
す
の

で
、
早
め
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
準
備
す
る
も
の

・
収
入
額
を
確
認
で
き
る
も
の

　

給
与
収
入
や
年
金
収
入
の
あ
る
人
は

源
泉
徴
収
票
ま
た
は
支
払
調
書
を
ご
準

備
く
だ
さ
い
。
事
業
所
得
の
あ
る
人
は
、

収
支
内
訳
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

・
所
得
控
除
額
を
確
認
で
き
る
も
の

　

国
民
健
康
保
険
税
や
介
護
保
険
料
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
付
証
明

や
、
国
民
年
金
保
険
料
、
生
命
保
険
料
、

地
震
保
険
料
な
ど
の
控
除
証
明
書
な
ど

・
そ
の
ほ
か
各
種
控
除
に
必
要
な
書
類

▼
申
告
期
間

　

平
成
31

年
２
月
18

日
（
月
）
〜
３
月

15

日
（
金
）

※
詳
し
い
日
程
は
、
後
日
お
知
ら
せ
し

　

ま
す
。

▼
会
場

　

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
研
修
室

▼
雑
損
控
除
を
受
け
る
方
へ

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
平
成
31

年
２
月

４
日
（
月
）
か
ら
火
の
国
ハ
イ
ツ
（
熊

本
市
東
区
）
で
、
計
算
書
作
成
お
よ
び

確
定
申
告
が
で
き
ま
す
。
平
成
28

・
29

年
分
確
定
申
告
書
（
控
）
と
雑
損
控
除

計
算
書
（
控
）
を
必
ず
ご
準
備
く
だ
さ

い
。
計
算
書
の
作
成
が
必
要
な
人
は
、

り
災
証
明
書
な
ど
の
必
要
書
類
を
ご
確

認
い
た
だ
き
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

不
明
な
点
は
、
熊
本
東
税
務
署
ま
た

は
町
税
務
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
税
務
署
開
設
の
申
告
相
談
会
は
、

　

火
の
国
ハ
イ
ツ
で
開
催
さ
れ
ま
す

▼
震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
ら
れ
た
方

　

の
申
告
相
談
期
間

　

平
成
31

年
２
月
４
日
（
月
）
〜
２
月

15

日
（
金
）

※
土
・
日
曜
日
を
除
き
ま
す

▼
通
常
の
確
定
申
告
相
談
期
間

　

平
成
31

年
２
月
18

日
（
月
）
〜
３
月

15

日
（
金
）

※
２
月
24

日
（
日
）
、
３
月
３
日
（
日
）

　

に
限
り
、
休
日
も
開
設
さ
れ
ま
す
。

▼
受
付
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

▼
申
告
相
談
会
場

　

火
の
国
ハ
イ
ツ

　

（
熊
本
市
東
区
石
原
２
丁
目
２
‐
28

）

※
熊
本
東
税
務
署
で
の
申
告
相
談
は
実

　

施
さ
れ
ま
せ
ん
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
税
務
署
申
告
相
談
の
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
東
税
務
署

　

TEL
０
９
６
‐
３
６
９
‐
５
５
６
６

新成人の皆さんへ
20歳 か ら 国 民 年 金

詳しくは町住民生活課にお問い合わせください


